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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、DNA結合タンパク質のロイシンジッパーファミリーに属する転写因子をコードしています。コードされているタンパク質は、そのメカニズム的に異なる機能を果たす能力に基づき、ムーンライトタンパク質として同定されています。このタンパク質は、八量体回文構造であるcAMP応答性エレメント（CRE）に結合します。c-Junとホモ二量体またはヘテロ二量体を形成し、CRE依存性転写を刺激します。このタンパク質は、in vitroにおいてヒストンH2BおよびH4を特異的にアセチル化するヒストンアセチルトランスフェラーゼ（HAT）でもあります。したがって、クロマチン構成成分に直接作用することで転写を活性化する配列特異的因子の一種である可能性があります。コードされているタンパク質は、転写制御における役割とは独立して、細胞のDNA損傷応答にも関与している可能性があります。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています（RefSeq提供、2014年1月）。
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	ATF2 抗体 (1:500 希釈) を使用した Jurkat 細胞溶解物中の ATF2 のウェスタン ブロット検出。
	

	AMRe87441 を 1:2000 で使用して HepG2 細胞抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

